





An Econometric Analysis on the Innovative Development
of International Physical




　The purpose of this paper is to trace the logistics development stage of China and to ﬁnd 
out its leading district with logistics driver. The Logistics reform in China delayed about 10-15 
years after Japan. But its reform has shown the remarkable progress as the member nation of 
WTO agreement since 2001. Especially main three districts, Shenzhen, Shanghai Pudong New 
Area and Tianjin Binhai New Area are the main drivers of economic development of China. It 
is very interesting matter how they have aﬀected each other in the development of logistics. 
In order to demonstrate this theme I build up the causal relationship model and estimate it by 
least-squares method. As a result I ﬁnd the Shanghai has been the development core of China 
absorbing the economic growth of Shenzhen and Tianjin.
キーワード： ロジスティクス，ボトルネック，物流発展段階，物流ネットワーク，サプライチェー
ン・マネジメント




































































































































































































































































































































































   　上海港2800.64万 TEU，深セン港2141.64万 TEU，広州港1100.14万 TEU，寧波ー舟山港1093.37
万 TEU，青島港1002.44万 TEU，天津港850.27万 TEU，アモイ港503.46万 TEU，大連港452.55
万 TEU，連雲港300.05万 TEU，蘇州港257.00万 TEU，営口港203.64万 TEU，煙台港153.15万






































































































































































































































































log Y ＝ a0＋ a1 logx1＋ a2 logx2＋ a3 logx3＋ a4 logx4＋ a5 logx5　　　　（１）
　Y：被説明変数（コンテナ取扱量）













センの GDP が１％増えると，深センコンテナ取扱量は10.18% も増加し，地域のもつ成長
効果は極めて大きいのである。決定係数は0.998で，説明力が高いことを示している。各
説明変数のｔ検定量も統計的にきわめて有意である。
　次に，上海の分析結果をまとめた図表13が示すように，中国の GDP が１％延びると上
海のコンテナ取扱量は3.19％減少する。一方，上海の GDP が１％増えると上海のコンテ
ナは5.86％増加するというように，深センおいて見たのと同様の関係が成立している。決
定係数は0.998で，説明力は高く，t 検定量も同様に統計的にきわめて有意である。しかし，
図表13．上海コンテナ取扱量の決定関数
図表14．天津コンテナ取扱量の決定関数
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浦東 GDP が増えるとコンテナ取扱量が減るという結果については，この地区では第三次
産業である不動産業や金融業が発達しているため，コンテナ取扱量にはマイナスの影響が
出ていると考えられる。またダービン・ワトソン統計量は0.64という低い数値を示してい
るから，その点は今後再検討が必要である。
　天津の分析結果をまとめた図表14においても，中国の GDP が１％伸びると天津のコン
テナ取扱量が6.01％減少するというように，深センや上海で見たのと同様の関係が成立し
ており，したがって，また符号条件も満たされている。また天津の GDP が１％増えると
天津のコンテナ取扱量は2.77％増えている。さらに，濱海新区の GDP が１％増えると天
津のコンテナ取扱量は2.15％増える。つまり濱海新区には，ハイテク，輸送機械などコン
テナの利用率が低い産業も集積しているけれども，計算結果によると第二次産業が増える
とコンテナ取扱量も増加するというように期待された結果がえられている。一方，第一次
産業はマイナスの効果をもつが，その GDP に占める割合は小さく，しかもバラ積み船向
けの貨物である。決定係数は0.999で，説明力が高く，ダービン・ワトソン統計量も1.789
と妥当なレベルにある。ｔ検定量もきわめて高く，統計的に意味のある結果がえられてい
る。
　以上の３地区のコンテナ取扱量の間にはどんな因果関係が成立するのであろうか。この
点にも興味を持って，様々な因果の流れを実証分析によって，テストしたところ，最も統
計的に有意な結果は，図表15に示すフローチャートとして推定することができた。つまり，
天津と深センの発展は中国全体から影響を受けているけれども，上海から影響を受けるこ
とはないという結果を得たのである。
図表15．上海，天津，深センコンテナ取扱量の因果連鎖モデル
　このようにして，図表15の因果連鎖モデルを現実に適合するモデルとして確定したので
あるが，その推定結果は図表16のようになる。天津と深センのコンテナ取扱量が増えると
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上海のコンテナ取扱量も増える。あるいは天津，深センが発展すると上海も発展する。お
互いに競争しているのではなくて，相互補完関係の下で，助け合う関係にあると見られる。
三地域は遠く離れているために相互に独立して発展しているとみられているけれども，推
定結果に基づけば実際は上海の発展には天津，深センの発展が有効に機能しているのであ
る。
図表16．上海コンテナ取扱量の決定関数
－上海と天津・深センの因果連鎖モデルに基づく推定－
６．結語と展望
　深センが先に発展し，その後，上海浦東が続き，現在の両地域は成熟期にある。一方，
成長期にある天津濱海新区は21世紀の新しい経済拠点として成長している。土地面積では，
天津市は上海市の面積の２倍であり，濱海新区の面積は浦東新区の約3.5倍（2008年デー
タによる）である。三地域の GDP 対前年度増減率推移をみれば，三地域のなかで，潜在
的成長力が一番高いのは天津濱海新区であることが分かる41。天津濱海新区の開発・開放
は，21世紀の新たな歴史段階における新たな地域発展モデルであるという重要な意義を
持っている。今後，第三次産業を含めた物流業を支柱産業としている濱海新区が国の総合
改革試験区と承認された歴史的チャンスを確実に捉え，新たな地域発展モデルを模索する
ことが重要である。
 
41 　中国統計局サイト「中国統計年鑑2008」［2009年３月］http://www.pinggu.org/nianjian/
cn2008/
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　その場合，本稿で導いた深セン，上海，天津の間に成立する因果連鎖的発展関係は，こ
れらの諸策を展開する上で，有効な示唆を与えるものと思われる。
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